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改
正
法
附
則
第
五
十
一
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
旧
法
第
三
十
七
条

か
ら
第
三
十
七
条
の
四
ま
で
（
旧
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
表
の
第
十
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
及
び
改
正

令
附
則
第
八
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
旧
令
第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ

く
旧
規
則
第
十
八
条
の
五
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

平
成
三
十
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
行
う
同
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
資
産
の
う
ち
漁

業
（
水
産
動
植
物
の
採
捕
又
は
養
殖
の
事
業
を
い
う
。）の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
の
譲
渡
に
つ
き
旧
法
第
三
十
七
条
か

ら
第
三
十
七
条
の
四
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
改
正
法
附
則
第
五
十
一
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
特
定
個
人
に

つ
い
て
は
、
旧
規
則
第
十
八
条
の
五
第
四
項
中
「
書
類
と
」
と
あ
る
の
は
、「
書
類
と
し
、
当
該
譲
渡
を
し
た
資
産
が

表
の
第
十
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
資
産
の
う
ち
漁
業
（
水
産
動
植
物
の
採
捕
又
は
養
殖
の
事
業
を
い
う
。）の
用
に
供
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
資
産
に
つ
き
当
該
個
人
が
平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
漁
船
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
農
林
水
産
大
臣
に
対
し
て
試
験
の
依
頼
を
し
た
旨

を
明
ら
か
に
す
る
書
類
と
」
と
す
る
。

（
特
定
口
座
異
動
届
出
書
の
記
載
事
項
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）第
十
八
条
の

十
二
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）以
後
に
提
出
す
る
同
項
第
一

号
に
規
定
す
る
特
定
口
座
異
動
届
出
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
提
出
し
た
旧
規
則
第
十
八
条
の
十
二
の
二

第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
口
座
異
動
届
出
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

新
規
則
第
十
八
条
の
十
五
の
九
及
び
第
十
八
条
の
十
五
の
十
一
の
規
定
並
び
に
別
表
第
七

の
書
式
は
、
平
成
三

十
年
以
後
の
各
年
に
お
い
て
新
法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
二
十
六
項
の
金
融
商
品
取
引
業
者
等
に
開
設
さ
れ
て
い
る

同
項
の
非
課
税
口
座
に
係
る
同
項
の
報
告
書
又
は
当
該
各
年
に
お
い
て
新
法
第
三
十
七
条
の
十
四
の
二
第
二
十
七
項

の
金
融
商
品
取
引
業
者
等
に
開
設
さ
れ
て
い
る
同
項
の
未
成
年
者
口
座
に
係
る
同
項
の
報
告
書
に
つ
い
て
適
用
し
、

平
成
二
十
九
年
以
前
の
各
年
に
お
い
て
旧
法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
二
十
六
項
の
金
融
商
品
取
引
業
者
等
に
開
設
さ

れ
て
い
た
同
項
の
非
課
税
口
座
に
係
る
同
項
の
報
告
書
又
は
当
該
各
年
に
お
い
て
旧
法
第
三
十
七
条
の
十
四
の
二
第

二
十
七
項
の
金
融
商
品
取
引
業
者
等
に
開
設
さ
れ
て
い
た
同
項
の
未
成
年
者
口
座
に
係
る
同
項
の
報
告
書
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
住
宅
借
入
金
等
を
有
す
る
場
合
の
所
得
税
額
の
特
別
控
除
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

新
規
則
第
十
八
条
の
二
十
一
第
十
六
項
の
規
定
は
、
個
人
が
、
新
法
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居
住

用
家
屋
若
し
く
は
既
存
住
宅
若
し
く
は
同
項
に
規
定
す
る
増
改
築
等
を
し
た
家
屋
（
当
該
増
改
築
等
に
係
る
部
分
に

限
る
。）を
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
以
後
に
同
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
す
る
場
合
に

お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
住
宅
借
入
金
等
又
は
新
法
第
四
十
一
条
の
三
の
二
第
一
項
、
第
五
項
若
し
く
は
第
八
項
に

規
定
す
る
住
宅
の
増
改
築
等
を
し
た
家
屋
（
当
該
住
宅
の
増
改
築
等
に
係
る
部
分
に
限
る
。）を
同
日
以
後
に
同
条
第

一
項
、
第
五
項
若
し
く
は
第
八
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
す
る
場
合
に
お
け
る
同
条
第

三
項
の
増
改
築
等
住
宅
借
入
金
等
、
同
条
第
七
項
の
断
熱
改
修
住
宅
借
入
金
等
若
し
く
は
同
条
第
十
項
の
多
世
帯
同

居
改
修
住
宅
借
入
金
等
に
つ
い
て
適
用
し
、
個
人
が
、
旧
法
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
若
し
く

は
既
存
住
宅
若
し
く
は
同
項
に
規
定
す
る
増
改
築
等
を
し
た
家
屋
（
当
該
増
改
築
等
に
係
る
部
分
に
限
る
。）を
同
日

前
に
同
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
住
宅
借
入
金

等
又
は
旧
法
第
四
十
一
条
の
三
の
二
第
一
項
、
第
五
項
若
し
く
は
第
八
項
に
規
定
す
る
住
宅
の
増
改
築
等
を
し
た
家

屋
（
当
該
住
宅
の
増
改
築
等
に
係
る
部
分
に
限
る
。）を
同
日
以
後
に
同
条
第
一
項
、
第
五
項
若
し
く
は
第
八
項
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
お
け
る
同
条
第
三
項
の
増
改
築
等
住
宅
借
入
金
等
、
同

条
第
七
項
の
断
熱
改
修
住
宅
借
入
金
等
若
し
く
は
同
条
第
十
項
の
多
世
帯
同
居
改
修
住
宅
借
入
金
等
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
試
験
研
究
を
行
っ
た
場
合
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

改
正
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。）第
二
十
七

条
の
四
第
九
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
法
人
（
人
格
の
な
い
社
団
等
を
含
む
。以
下
同
じ
。）の
同
項
の
分
割
等（
改

正
令
附
則
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
も
の
を
除
く
。）が
施
行
日
以
後
最
初
に
開
始
す
る
事
業
年
度
開

始
の
日
前
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
新
規
則
第
二
十
条
第
三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
条
第
三
項
中
「
二
月
以
内
」
と
あ
る
の
は
、「
二
月
以
内
（
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
後
最
初
に
開

始
す
る
事
業
年
度
開
始
の
日
前
に
行
わ
れ
た
分
割
等
に
あ
つ
て
は
、
当
該
開
始
の
日
以
後
六
月
以
内
。
第
八
項
に
お

い
て
同
じ
。）」
と
す
る
。

２

新
令
第
二
十
七
条
の
四
第
十
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
法
人
の
同
項
の
現
物
分
配
（
改
正
令
附
則
第
十
七
条

第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
も
の
を
除
く
。）が
施
行
日
以
後
最
初
に
開
始
す
る
事
業
年
度
開
始
の
日
前
に
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
新
規
則
第
二
十
条
第
九
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
二
月
以
内
」
と

あ
る
の
は
、「
二
月
以
内
（
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
後
最
初
に
開
始
す
る
事
業
年
度
開
始
の
日
前
に
行
わ
れ
た
現

物
分
配
に
あ
つ
て
は
、
当
該
開
始
の
日
以
後
六
月
以
内
）」と
す
る
。

３

新
令
第
二
十
七
条
の
四
第
十
九
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
法
人
の
同
項
の
分
割
等
（
改
正
令
附
則
第
十
七
条
第

三
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
も
の
を
除
く
。）が
施
行
日
以
後
最
初
に
開
始
す
る
事
業
年
度
開
始
の
日
前
に
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
新
規
則
第
二
十
条
第
二
十
一
項
か
ら
第
二
十
六
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
条
第
二
十
一
項
中
「
二
月
以
内
」
と
あ
る
の
は
、「
二
月
以
内
（
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
後
最
初
に
開
始
す
る

事
業
年
度
開
始
の
日
前
に
行
わ
れ
た
分
割
等
に
あ
つ
て
は
、
当
該
開
始
の
日
以
後
六
月
以
内
。
第
二
十
六
項
に
お
い

て
同
じ
。）」
と
す
る
。

４

新
令
第
二
十
七
条
の
四
第
二
十
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
法
人
の
同
項
の
現
物
分
配
（
改
正
令
附
則
第
十
七

条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
も
の
を
除
く
。）が
施
行
日
以
後
最
初
に
開
始
す
る
事
業
年
度
開
始
の
日
前
に
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
新
規
則
第
二
十
条
第
二
十
七
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
二
月
以

内
」
と
あ
る
の
は
、「
二
月
以
内
（
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
後
最
初
に
開
始
す
る
事
業
年
度
開
始
の
日
前
に
行
わ

れ
た
現
物
分
配
に
あ
つ
て
は
、
当
該
開
始
の
日
以
後
六
月
以
内
）」と
す
る
。

（
沖
縄
の
特
定
地
域
に
お
い
て
工
業
用
機
械
等
を
取
得
し
た
場
合
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
八
条

新
規
則
第
二
十
条
の
四
第
二
項
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、
法
人
が
施
行
日

以
後
に
取
得
又
は
製
作
若
し
く
は
建
設
を
す
る
新
法
第
四
十
二
条
の
九
第
一
項
に
規
定
す
る
工
業
用
機
械
等
に
つ
い

て
適
用
し
、
法
人
が
施
行
日
前
に
取
得
又
は
製
作
若
し
く
は
建
設
を
し
た
旧
法
第
四
十
二
条
の
九
第
一
項
に
規
定
す

る
工
業
用
機
械
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
法
人
の
特
定
都
市
再
生
建
築
物
等
の
割
増
償
却
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
九
条

改
正
法
附
則
第
六
十
七
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
旧
法
第
四
十
七

条
の
二
（
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
構
築
物
と
併
せ
て
設
置
さ
れ
る
同
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に

係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
及
び
改
正
令
附
則
第
十
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と

さ
れ
る
旧
令
第
二
十
九
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
く
旧
規
則
第
二
十
条
の
二
十
一
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

る
。

（
特
定
事
業
再
編
投
資
損
失
準
備
金
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
条

改
正
令
附
則
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
旧
令
第
三
十
二
条
の
四
の

規
定
に
基
づ
く
旧
規
則
第
二
十
一
条
の
三
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第

一
項
中
「
法
第
六
十
八
条
の
四
十
三
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は「
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律（
平

成
二
十
九
年
法
律
第
四
号
）
附
則
第
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
第
十

二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
効
力
措
置
法
」
と
い
う
。）第
六
十
八
条
の

四
十
三
の
三
第
一
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
六
十
八
条
の
四
十
三
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
旧
効
力
措

置
法
第
六
十
八
条
の
四
十
三
の
三
第
一
項
」
と
す
る
。

（
特
定
の
資
産
の
買
換
え
の
場
合
等
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
一
条

改
正
法
附
則
第
六
十
九
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
旧
法
第
六
十

五
条
の
七
か
ら
第
六
十
五
条
の
九
ま
で
（
旧
法
第
六
十
五
条
の
七
第
一
項
の
表
の
第
二
号
及
び
第
七
号
に
係
る
部
分

に
限
る
。）の
規
定
及
び
改
正
令
附
則
第
二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る

旧
令
第
三
十
九
条
の
七
の
規
定
に
基
づ
く
旧
規
則
第
二
十
二
条
の
七
第
二
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
は
、
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字

句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。


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